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RFLP分析に基づくイネ属Aゲノム種の系統関係
1.核ゲノムと細胞質ゲノム
細胞から細胞へ､また世代から世代へと伝えられ
る遺伝物質の本体は一部のウイルスを除きDNAで
ある｡高等植物細胞では､ 3つの小器官にこのDN
Aが存在する｡その1つは核であり､他の2つは細
胞質に含まれる葉緑体とミトコンドリアである｡葉
緑体は光合成器官として､ミトコンドリアは呼吸を
司る器官として知られている｡これらの核と細胞質
内器官の遺伝物質の伝達様式は異なっている｡核の
遺伝物質はメンデルの法則に従い両親から均等に子
孫に伝達される｡しかし､細胞質内器官の遺伝物質
の伝達は､少数の例外を除いて雌性配偶子のみを通
じて行われる｡この特殊な遺伝様式は細胞質遺伝と
呼ばれている｡核に含まれる全遺伝物質を核ゲノム､
細胞質に含まれるものを細胞質ゲノムと呼ぶ｡さら
に､細胞質ゲノムのうち､葉緑体とミトコンドリア
のそれぞれに存在する全遺伝物質を葉緑体ゲノムお
よびミトコンドリアゲノムという｡ゲノムの大きさ
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は核と細胞質ゲノムとでは非常に異なっている｡半
数体あたりの核のゲノムサイズは植物によって多少
の違いはあるが､イネ4.15-4.63×108bp､トウモロ
コシ2.29-2.71×109bp､タバコ(2 n-4 Ⅹ) 4.22-
4･64×109bp､コムギ(2 n-6Ⅹ) 1.59×1010bp
である(Arumuganathan and Earle 1991)｡こ
れに対し､葉緑体のゲノムサイズは､イネ1.34×
105bp､タバコ1.55×105bp (Hiratsuka et al.
1989､ Shinozaki et al. 1986)､ミトコンドリアゲ
ノムの基本となるマスターサークルの大きさは､イ
ネで4･92×105bp､トウモロコシで5.7×105bp
(Iwahashi et al. 1992､ Lonsdale et al. 1984)
と非常に小さい｡このようにサイズだけを考えると
核ゲノムは大変大きいが､ -細胞あたり核が1つで
あるのに対し､葉緑体およびミトコンドリアは複数
個存在しさらにその器官内に数十から数百の分子が
存在している(Palmer 1987)｡それゆえ､ -細胞
あたりのDNA量はゲノムの大きさの差はど違いは
吹
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ないと考えられる｡
2.系統分類とRFLP分析
生物は生命の発生以来さまざまに進化してきた｡
その進化の引き金となるのは突然変異である｡突然
変異は具体的にはDNAの塩基置換､欠失､挿入､
増幅､逆位などあるが､生物はこのような突然変異
をゲノム中の全ての領域に次々と蓄積し､今日に至っ
ている｡このことは､核､葉緑体､ミトコンドリア
のいずれのゲノムについても当てはまると考えられ
る｡それゆえ､これらのゲノム中のDNAの塩基配
列および構成を生物間で比較することによりそれら
の類縁関係を調べることができる｡しかし､実際に
全体のDNAの塩基配列を比較しようとする場合､
多大な時間､労力､費用が必要となる｡そこで簡便
な方法として制限酵素を使った分析が有効である｡
これは､全体のゲノムのDNAを制限酵素で処理し
小さな断片にした後､電気泳動により分子量の大き
さに従って展開し､断片の長さを比較する方法であ
る｡これにより検出される制限断片長多型は
RFLP (Restriction Fragment Length Polymor-
phism)と呼ばれている｡この多型は制限酵素の認
識部位の塩基配列の違いまたはその断片内部の構造
変異が反映されたものである｡この方法ならば部分
的ではあるが全体にわたってゲノムを調べることが
できる｡たとえば､種間または種内などにおいて類
縁関係を明らかにしたい場合は､材料の植物体より
抽出したDNAをRFLP分析すれば､各植物問で
得られる多型の有無を基にそれらの類縁度を推定す
ることができる｡つまり､多型の頻度が少なければ
少ないほど､比較した系統間では分化が見られず､
大変似ているということになる｡
3. RFLP分析に基づくイネ属Aゲノム種の系統
関係
イネ属(Oryza)には2栽培種と20数種の野生種
が含まれる｡核のゲノム構成は､ AをはじめB､ C､
D､ E､ Fとさまざまなものがあり､さらに2倍体
のものと4倍体のものがある｡これまでにイネ属を
材料とし類縁関係を明らかにしようとする研究は核､
葉緑体､ミトコンドリアのゲノムについて多く行わ
れてきた(Wang et al. 1992, Dally and Second
lズヽlメl…
1990, Kanno and Hirai 1992, Second and Wan
g1992)｡しかし､ここでは栽培種の含まれるAゲ
ノム種における系統関係にのみ話を絞って進めてい
きたいと思う｡
野生種
0. perennis
アジア聖　　　　　　　二
アメリカ型
アフリカ型
オセアニア型
栽培種
0. satI'va
Japonica
Javanica
lndica
0. brevi/igulata　~　　　　ニ　0･ glaberr/'ma
図1　RFLP分析に基づくイネ属Aゲノム種における栽培種
と野生種の関係
イネ属Aゲノム種には図1にあるように0.
satiua, 0.glaberrimaの2栽培種と0.perennisと
0.br･euiligulataの2野生種がある｡ 0.satiuaは一
般に普通イネと呼ばれており､東南アジアを中心に
広く栽培されている｡そのため､さらにこの種は
Japonica, Javanica, Indicaの3つに分けられて
いる｡ 0.glaberrimaは西アフリカでのみ栽培され
ている種でアフリカイネと呼ばれている｡野生種で
ある0.perennisは分布地域によりアジア､アメリ
カ､アフリカおよびオセアニア型に分類されている｡
もう1つの野生種である0.breuiligulataはアフリ
カに生育しており形態的に0.perennisのアフリカ
型とは異なっている｡以上の分類群よりそれぞれ数
系統を選び､計30系統を用いて､核､葉緑体､ミト
コンドリアDNAのRFLP分析を行った｡その結
果､いずれのゲノムにおいても栽培種より野生種の
ほうが変異がずっと大きいことがわかった｡特に､
0.satiuaは0.perennisのアジア型のものと､また0･
glaberriTnaは0.breuiligulataとそれぞれ同一かま
たは大変強い型を示した｡このことは､栽培種であ
る0.satiuaと0.glaberriTnaがそれぞれ0.perennis
のアジア型と0.breuiligulataの野生種から由来し
たことを強く示唆するものである(図1)｡さらに､
Aゲノム種内における3つのゲノムの分化の程度を
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比較すると､核ゲノムでもっとも大きく､次いでミ
トコンドリア､葉緑体の順であった｡核が細胞質ゲ
ノムに対して比較的分化の程度が大きいのは､遺伝
様式の違いおよび全ゲノムに対する遺伝子領域の割
合の違いが原因であろうと考えられる｡
以上のよう･に､イネ属Aゲノム種における系統関
係は､核､葉緑体､ミトコンドリアゲノムをRFL
P分析でそれぞれ調べても大体同じで､また､これ
までの形態学的､生理学的､および生化学的研究に
より得られた結果を支持するものであった｡このこ
とは､イネにかざらずおそらく生物全般において､
進化または分化の跡がどのゲノムでも､またどの領
域にでも多少の差こそあれ変異または多型の形とし
て見つけることができるであろうことを示している｡
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C3植物葉の光合成と窒素
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1.はじめに
C3型植物の単葉において､強光下､適温､およ
び大気条件卜で測定された光合成速度と窒素含量と
の間には種に依存した正の相関関係が広く認められ
ている｡このことは､植物の光合成速度の高低は葉
の窒素含量に大きく依存することを示している｡つ
まり､葉の窒素含量を考慮せずには光合成能力の種
間差を議論できないことを意味している｡そこで､
窒素含量あたりの光合成速度に注目してみると､い
くつかの報告をみるかぎり､かなりの植物種間差を
認めることができる｡
図に､私たちがここ数年に得た数種のC｡植物に
おける葉の窒素含量と強光下､適温､大気条件下で
測定された光合成速度との相関について示した｡他
の報告にもみられるように､イネ､コムギ等におい
て高く､ダイズ､ホウレンソウ等で低い傾向にある｡
そこで､ここでは最初になぜ光合成速度と葉の窒素
含量との間には高い相関関係が認められるかという
009LEQJdd7P山局JUO!1q!UJ!玖?ピU 40
(L押.∈705-01) - 0
0　　50　100　150　　200　250
ⅦaHeaf N (mmol m~2)
図.強光､適温､および大気条件下の光合成速度と葉身窒素含
量の関係(単位はいずれも妻面積あたり)0
コムギ(●)､イネ(○)､ホウレンソウ(▲)､ダイズ(▽)光
合成測定は､光強度1800〟mol quanta ･mー2･ S~1､菓温25℃､
CO2分圧35.5Paで行った｡
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ことについて述べる｡次に､窒素含量あたりの光合
成速度の植物種間差はどのような要因によって決定
されているかを考える｡そして､最後に､この葉身
窒素の増加に伴う光合成速度の増加の背景にある光
合成のメカニズム上の問題点とそれに対する植物側
の戦略について解説する｡
2.光合成速度と葉の窒素含量との間に高い正の相
関関係が存在するのはなぜ?
まず第-に注目すべきことは､緑葉の全葉身窒素
の約80%までが葉緑体に分配されていることである｡
エンドウの報告例をみると､ CO2固定を担う酵素
Rubiscoに28%､さらに集光機能をになうPSIと
PSⅡおよびLHC Ⅱとそれらに結合するChl等に13
%分配されている｡それらだけで､一つの主要なオ
ルガネラであるミトコンドリアの全構成窒素星の約
7倍を占めるなど､それらの竜的多さがわかる｡こ
のように葉の窒素含量と光合成速度との間に常に高
い止の相関関係が認められる理由としては､光合成
の機能単位である葉緑体に多量の窒素が投資されて
いるためと考えることができる｡
3.窒素含量あたりの光合成速度に植物種間差かみ
られる要因は何?
葉緑体へ葉身全窒素の約8割までが分配されてい
ることをまず述べた｡しかし､葉の光合成速度は､
光､ CO2濃度､温度などの環境要因により人きな
影響を受け､その光合成速度は常に葉緑体単位の総
窒素軌こよって決定されているわけではない｡ある
与えられた環境卜に応答して､葉緑体を構成する特
定な成分､あるいは光合成反応と連結している葉緑
体外の特定な成分だけが､その条件卜での光合成速
度の律速段階になっている場合が多い｡
現在までに明らかにされているC3型植物の光合
成の生化学モデルによると､光合成は､強光､低
CO2分圧下ではRubiscoの含量と酵素的性質およ
び葉内外のCO2ガスの拡散によって律速され､強
光､高cc2分圧下では光化学系電子伝達活性によっ
て律速される､とある｡また､弱光下では集光機能
を含めた光化学系電子伝達によって律透され､さら
に､強光下高CO2分圧卜で特に02分圧との差が大
きい時などは光合成の最終産物であるデンプン､シュ
Nヽ′ldN
クロース合成に伴う無機リン酸の循環(再利用)逮
度によって律速される場合もある､とある｡すなわ
ち､ポテンシャルとしての光合成能力は､ 1) CO
2ガスの拡散を含めたRubiscoの能力､ 2)光化学
系電子伝達､および3)デンプン､シュクロース合
成の最終産物生産能の三っの能力によって支配され
る局面があるということになる｡
本稿で問題とした大気条件卜の最大光合成速度は
日こあげた三つの能力のうちの1) Rubisco含量
とその酵素的性質および葉内外のCO2拡散によっ
て律速されることが実証されている｡そこで､ C｡
型植物間のRubiscoの比活性とRubisco含量が葉
身窒素に占める割合の変異について注目してみると､
両者ともに明らかな植物種間差を見出すことができ
る｡特に､比活性では､コムギやホウレンソウにお
いて高く､イネやダイズ等において低い｡葉身窒素
に対する割合では､イネ､コム半において高く､イ
ンゲンやホウレンソウ等において低い｡このような
Rubiscoの酵素的性質やその含有率の植物種間差
が､結果として､葉身窒素あたりの光合成速度の差
を与えていると考えられる｡図の例と比べると､
Rubiscoの比活性と含有率がともに高いコムギに
おいてはその光合成速度も高く､逆にRubiscoの
比活性と含有率がともに低いダイズでは光合成速度
も低くなっている｡また､比活性の差が特に著しい
コムギとイネにおいて､ Rubiscoの活性の差が実
際のRubisco員あたりの光合成速度の差となって
反映していることも報告されている｡しかし､
Rubisco以外の光合成の律速囚f-に葉身窒素あた
りで植物柿間差があるかどうかはまだ明らかではな
い｡今後に残された重要な課題であろう｡
4.窒素含量の増加に伴う光合成速度増加の問題点
は葉内におけるガス拡散?
植物-の窒素供給量が増加し､葉身等素量が増加
する時､光合成に関係する各構成成分や酵素などが
すべて同じ割合で増加するわけではな.い｡多くのC
3植物において､窒素の栄養に応答して､ Rubisco
だけが他の光合成の構成成分より高い割合で特異的
に増加することが明らかとなっている｡また､細胞
質に局在するシュクロース合成系の酵素は逆に他の
光合成構成成分より増加割合が低いことが報吾され
ー4-
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ている｡しかし､このシュクロース合成に伴う光合
成の制御は､通常の大気圧下の光合成に反映する問
題ではないので､ここでは特に触れず､ Rubisco
の窒素応答の生理的問題について解説する｡
最近､ヨーロッパの研究者の問で､葉身窒素の増
加に伴うRubiscoの特異的増加は必ずしもin vivo
の光合成の増加に反映していない局面があることか
ら､ Rubiscoには光合成の他に貯蔵タンパクとし
ての機能もあるという議論が再燃している｡しかし､
光合成全体のバランスから考えると､この議論には
疑問符を打たざるを得ない｡つまり､ Rubiscoの特
異的な量的増加が必ずしもin vivoの光合成増加に
反映していないのは､葉内には無視でき得ない
CO2ガスの拡散抵抗が存在するためであるからと
考えるべきである｡事実､高い光合成速度を示す葉
では､特にRubisco siteでのCO2分圧低下が生じ
ていることが明らかにされている｡そのため植物は
積極的にRubisco含量を増加することによって他
の光合成の律速因子､とりわけ電子伝達とのバラン
スを維持しているのであろう｡そして､それらの結
果として､見かけ上Rubiscoの特異的増加分が光
合成の増加として認められなくなっているのであろ
う｡しかし､これらの議論とは別に一方では､ Rub
isco含量が葉身窒素に依存せず常に一定割合の傾
向にある植物種も存在することが報告されている｡
コムギでは葉身窒素の増加に伴うRubiscoの特
異的増加は認められない｡にもかかわらず､他の植
5.おわりに
以上､述べてきたように､いずれの場合も葉身窒
素含量が増加し光合成速度が増加する時､植物にとっ
てはRubisco siteへのCO2ガス拡散が大きなキー
ポイントになっていることを指摘してきた｡多くの
植物にみられるRubiscoを特異的に増加させる応
答は､自然界では､窒素が植物にとってもっとも不
足しがちな栄養素であることを考えると､逆に､植
物が窒素欠にさらされた時に最大の窒素投資先であ
るRubisco量を可能な限り少なくする応答として
評価すべきことかもしれない｡それに対して､コム
ギの場合は､ Rubi昌coと電子伝達の調節をはるか
に窒素投資の少ないCAによって可能にしていると
しても､低窒素条件下でも相対的にRubiscoへ多
量の窒素を投資していることになる｡それゆえに､
コムギの場合はむしろ低窒素条件には不適な特別な
植物として位置づけるべき応答かもしれない｡しか
し､図にみられるように､低窒素下で一番高い光合
成速度を示したのもまたコムギで卒る｡これは､本
稿ではあくまでRubiscoによって律速される光合
成のみを対象に議論してきたからである｡今後は
Rubiscoによって律速されない光合成と窒素との
かかわりについての研究の進展が待たれる｡
物と同様､生体内におけるRubiscoと電子伝達の
(･バランスは葉身窒素に関係せず一定に保たれている｡
このコムギと他のC3植物との違いの要因はまだ完
全には解明されていないが､葉内でのCO2ガス拡
散に関わる唯一の酵素カーボニックアンヒドラーゼ
(CA)にあるようである｡コムギの場合､他の植物
に比べ圧倒的にCA活性が低く､この低いCA活性に
よってC02のガス拡散を強く制御し､葉身窒素が
増加すると積極的にCA活性を上昇させ､ Rubisco
siteへのガス拡散抵抗を相対的に減少させる戦略を
とっているようである｡それによりRubisco site
でのCO2分圧を他の植物より低いレベルではある
が､相対的に一定に維持し､結果としてRubisco
を特異的に増加しなくても電子伝達とのバランスを
維持することを可能にしているらしい｡
一一一5--
野外生態系実験施設の水田では､紫外線抵
抗性の異なるイネ品種の生育､収量に与える
紫外線(UV-B)増加の影響を試験している｡
なお､この写真は本文とは関係ありません｡
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テンサイミトコンドリアゲノムに含まれる葉緑体DNA相同配列
北海道大学･農学部　久　保　友　彦
1.はじめに
筆者は現在北海道大学遺伝子実験施設に出入りし
ており､様々な分野の方々とお話しする機会に恵ま
れている｡あるとき｢植物ミトコンドリアゲノム中
には葉緑体ゲノムから転移してきた配列が存在する｡｣
と言うと､相手は多少なりとも興味を持ってくれた
らしく､こう問うた｡ ｢ミトコンドリアと葉緑体は
機能が全く異なるオルガネラであるし､そもそも脂
質二重膜で守られた両ゲノムが組み換えを起こすチャ
ンスがあるのですか?｣
ミトコンドリア(mt) DNA中の葉緑体(cp) D
NA相同配列の存在はStem and Lonsdale (1982)
の最初の報告以来､多様な植物種で数多くの報告例
が蓄積しており､高等植物のミトコンドリアゲノム
に普遍的な特徴と思われる｡従って答えは｢チャン
スはある(あった)｣であろう｡続いて問題になる
のは｢いっ｣ ｢いかにして｣組み換え(転移)が起
こったかであるが､本稿では｢いっ｣に関して筆者
らがテンサイ(甜菜)ミトコンドリアゲノムで得た
知見を簡単に紹介したい｡読者諸兄が少しでも興味
を持っていただければ幸いである｡
2.テンサイミトコンドリアゲノムに兄い出された
葉緑体様trnP-tmW-petGクラスター
筆者らは転移配列のモデルとしてtrnW (トリプ
トファンtRNA)遺伝子座を選び実験を行った｡葉
緑体ゲノム上ではtrnWはtrnP (プロリンtRNA遺
伝子)や相補鎖上のORF311PetGIPSaJからなる共
転写ユニットと密接に連鎖し､この構成は高等植物
では高度に保存的である｡一方trnWの相同配列は
コムギ､トウモロコシ､マツヨイグサおよびイネの
ミトコンドリアゲノム中に存在し､コムギやトウモ
ロコシではtRNA遺伝子として機能していること
が示されている｡このようにtmW配列にはcpDN
A相同配列の進化の様相や類縁関係を塩基配列の比
較解析によって調査するのに好都合な点が多い｡
筆者らはまずテンサイ(Beta uulgaris)とその
近縁種2挿(B.trig)′naとB.u)ebbiana)のミトコ
ンドリア･葉緑体ゲノムのそれぞれからtrnW座を
含むDNA断片をクローン化し､塩基配列を決定し
た｡Beta属3種のミトコンドリアゲノムが有して
いた相同配列はtmWのほかに上流のtmP､下流
の相補鎖にコードされるpetGを含んでいた(図)｡
相同配列中の遺伝子コード域の相同性はcpDNAに
対してほぼ100%であり比較の対象としては適さな
い｡そこで変異が蓄積しやすいと考えられるtrnP-
trnW遺伝子間領域について比較を行った｡その結
果､相同性はミトコンドリア間で99%以上､ミトコ
ンドリアー葉緑体ゲノム間で68-78%､葉緑体ゲノ
ム間で77-98%であった｡もし個々の相同配列がそ
れぞれ独立のイベントでミトコンドリアゲノムに取
り込まれたのであればミトコンドリア間の相同性が
低くミトコンドリアー葉緑体ゲノム間の相同性がよ
り高い事例があるはずである｡従って､ Beta属3
種の分化以前に祖先型植物のミトコンドリアゲノム
中にはすでにtrnW相同配列が存在していた可能性
が高い｡
それではBeta属のtrnW転移はどこまでさかの
ぼることができるだろうか?　そこでコムギ､トウ
モロコシ､マツヨイグサおよびイネのcpDNA･mt
DNAと比較してみた｡その結果trnP-trnW遺伝子
間領域の相同性は､総じて､ミトコンドリアゲノム
間の方が葉緑体ゲノム問より高いことがわかった｡
さらにミトコンドリアゲノムのtmP-trnⅥ/遺伝子
間領域には植物種を超えて保存性の高い60bpの配
列(相同性75-83%)が存在する｡この配列は葉緑
体ゲノムにはみられない｡従って各々の植物種の相
同配列はそれぞれ独立のイベントによって取り込ま
れたとは考えられず､ trnWの転移が生じたのは単
子葉･双子菓植物分化以前の､高等植物進化のごく
初期と思われる｡
比較を進めていく過程でもうーっ明らかになった
-6-
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ことは､ Beta属の相同配列のみがpetGをtrnWに
伴っていることである｡このことは､ trnW配列が
単一起源とするならば､最初に転移してきたtrnW
を含むcpDNA相同配列は現存する配列よりも長かっ
たことを想像させる｡これに関連して､ B. u)ebbiana
のpetGの5'側が欠失しているのは示唆的である
(図)0
(mp rTn W pelG
+>　　　　　　　　+>
く
lrnP trn W petG
Irnp lrnW truncated petG
trnP trn W
sugar beet CP
sugar bcct mt
a
a trlgyna mt
a webblana mt
rna】ze mt OenoIhera ml a
rlCe mt
囲.テンサイ葉緑体ゲノム上のtl･nW遺伝子座および高等植物
ミトコンドリアゲノム上のIT･nW遺伝子座の模式図｡太線は
cpDNA配列を､細線はmtDNA配列を表す｡遺伝子コード
域を四角で示し､転写の方向は矢印で示した｡ミトコンドリ
7 imp- trnW遺伝子闇領域に共通して兄い出された60bp配
列を縞模様で示した｡コムギミトコンドリアのtrnW下流の
配列は公表されていない｡
/~ー
3.　おわりに
cpDNA配列が｢いつ｣ ｢いかにして｣転移した
のか現在までに完全な回答は得られない｡例えば
trnw配列は進化過程の初期に転移したものかもし
れないが､それぞれの植物種が最近になって取り込
んだcpDNA配列もあるに違いない｡また転移の機
構についても､ RNA分子を仲介した転移が考えら
れる一方で､それに否定的な証拠(例:非転写領域
を含む相同配列の存在)も出されている｡ RNA分
子介在の可能性について転移配列中にRNAエディ
ティングを受けた形跡があるかどうかも興味深い｡
cpDNA相同配列がミトコンドリア内で転写され
ているという報告はほとんど無いが､例外的にいく
つかのtRNA遺伝子はミトコンドリア内で機能し
ているらしい.テンサイミトコンドリアtrnP-trnW
-petGクラスターについてはtrnWのみが転写され
ていた｡なぜtrnWだけが転写されるようになった
のかはわからない｡あるいはtrnP-trnW遺伝子間
領域に兄い出された保存性の高い60bp配列がtrnW
のミトコンドリア内の発現に関与しているのかも
知れない｡
参考文献
中園幹生､平井篤志(1992) ｢植物の分子生物学｣蛋白
質･核酸･酵素　臨時増刊
ワークショップ『遺伝生態の諸問題』開催について
当センターは､ ｢生態系における種の生活の遺伝的基礎｣の探究をめざして発足し､今年で7年目を迎え
た｡この機会に､遺伝子と生態の問に介在する種々な関係､問題について､色々な生物で個体から分子機構
までのさまざまなレベルで研究している方々にお集まりいただいて､下記のワークショップを開き､広い視
野から将来への展望､夢などをお話いただき､討論を通じて遺伝生態の理解を深めたいと思っている｡
･日時:1994年11月8-9日
･場所:東北大学遺伝生態研究センター会議室
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11月8日　午前(9時30分)
挨拶　菅　　洋(東北大通生研)
河野昭一(京都大理)　植物の形質発現とその進化生態学的意義
佐野芳雄(遺伝研)　環境適応への発育制御
11月8日　午後
NlメヽlメIl〆ヽヽズヽ
高橋秀幸(東北大道生研)　植物の遺伝生態学:宇宙実験からのアプローチ
松井　南(日本医科大学)　光形態形成を支配する遺伝子
菅野　明(東北大道生研)　高等植物における葉緑体DNAの構造とその系統解析
熊谷　忠､木原淳一(東北大通生研)　マイコクローム系からみた稲ゴマ葉枯れ病菌の生態型
11月9日　午前(9時)
大滝　保(東北大通生研)　責核微生物における環境応答反応の遺伝的解析
杉山純多(東大分子細胞生物研)　高等菌類の系統進化:形態と分子から探る
竹尾漢治(千葉大兵核微生物研)　病原真菌の形態､超微形態と遺伝生態
小笠原直毅(奈良先端科技大学院大)　ゲノムDNAからみた微生物の多様性
11月9日　午後
服部　勉(東北大通生研)　ゲノムDNAからみた土壌細菌の群集構造
南沢　究(茨城大農)　土壌細菌の挿入因子
原山重明(海洋バイテク研)　gyrB遺伝子を用いた細菌の迅速同定と環境中の細菌の検出
総合討論(午後5時終了予定)
(東北大通生研担当者:服部　勉､菅　　洋)
編集後記
昨年の夏は寒い夏でしたが､今年の夏は東北の地ここ
仙台でも､とても暑い夏でした｡うだるような暑い日で
も､前号で紹介しました樹齢200年にもなる大きな銀杏の
木の下に入ると､涼しい空気が降りてきて､はっとさせ
てくれます｡朝夕の寒さが-段と深まる秋には､この大
きな銀杏の木は美しく金色に輝く葉で覆われることでしょ
う｡
ところで､当研究センターでは皆様からの投稿をお待
ちしております｡遺伝生態という新しい学問分野をめぐ
る国内外のトピックス･意見･書評などお寄せください｡
原稿はワープロ･市販の原稿用紙等で作成していただい
ても結構ですが､お問い合わせいただければ原稿用紙を
お送りいたします｡
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